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安全上のご注意安全上のご注意　必ずお守りください
■お使いになる人やほかの人への危害、財産への損害を未然に防ぐために、必ずお守りいただくことを説明しています。

・異常がある場合はただちに使用を中止する・異常がある場合はただちに使用を中止する：焦げくさいにおいがする、煙が出ている、物や液

体が入ったなど、感電、火災の原因になります。直ちに使用を中止し、お買い上げの販売店へサービス
をご依頼ください。

・濡らさない・濡らさない：感電、火災、故障の原因になります。

・内部に異物を入れない・内部に異物を入れない：水や金属が内部に入ると、感電、火災、故障の原因になります。

・分解／改造はしない・分解／改造はしない：感電、火災、故障の原因になります。

・高温になる場所や熱のこもりやすい場所で使用、保管、放置しない・高温になる場所や熱のこもりやすい場所で使用、保管、放置しない：火のそば、暖房器具

のそば、こたつや布団の中、直射日光の当たる場所、炎天下の車内などで使用、保管、放置しないでく
ださい。火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

・乳幼児の手の届く所に置かない・乳幼児の手の届く所に置かない：サイズの小さな付属品などは飲み込むと、窒息や胃などへの障

害の原因となることがあります。万一、飲み込んだときは、ただちに医師に相談してください。

・強い圧力を加えたり折損させたりしない・強い圧力を加えたり折損させたりしない：ポケットの中やカバンの中など強い圧力がかかる場

所に保管しないで下さい。火災、やけど、けが、感電、故障の原因になります。

・ぬれた手で使用しない・ぬれた手で使用しない：感電、火災、故障の原因になります。

・対応した電源アダプター以外を使用しない・対応した電源アダプター以外を使用しない：付属の電源アダプター以外は本製品ではご利用い

ただけません。故障の原因になりますので、電源アダプターは必ず本書で指定されたアダプターのみを
ご利用ください。
※廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に従ってください。
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簡易組み立てガイド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
◼ドラムスタンドとコンポーネント
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モジュールコントロールパネル　　　　 　　　　　　　　　　　 
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外部デバイスの接続　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 
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スクリーンについて　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 
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演奏の準備　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 
◼電源のON/OFF

◼演奏の仕方

＊電源を ON にする　　　　　　　　　　　　　

＊タム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. [MASTER ノブ ] と [PHONES ノブ ] を最小レベ
　ルに設定します。
2. アンプやスピーカーの音量を最小レベルにし
　ます。
3. [POWER ボタン ] を押して、DM-310 の電源を
　ON にします。

ヘッドショット
ヘッドを叩いてください。

ヘッドショット
ヘッドを叩いてください。

リムショット
リムを叩いてください。

クロススティック
リムを叩いてください。

1. アンプやスピーカーの音量を最小レベルにし
　ます。
2. [POWER ボタン ] を押して、DM-310 の電源を
　OFF にします。

* 電源を ON にした際に小さなノイズが聞こえる場合があり
ますが、これは正常な動作です。

4. いずれかのパッドを叩きながら音量を調節し
　てください。

＊電源を OFF にする　　　　　　　　　　 

＊スネア　　　　　　　　　　　　　　　   
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＊キック　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊クラッシュ / ライド　　　　　　　　　　　　

キックペダルを踏み込んでください。 ハイハットサウンドは、ハイハットコントロール
ペダル (HH コントロール ) の踏み具合によって、
オープンとクローズの間でサウンドがスムーズ
に変化します。

ボウショット
ボウを叩いてください。

ボウショット
ボウを叩いてください。

エッジショット
エッジを叩いてください。

エッジショット
エッジを叩いてください。

チョーク
シンバルを叩いた直後にシンバルのエッジを手
でチョークするとミュートができます。チョーク
機能は、この部分を握ったときのみ機能します。

チョーク
ハイハットを叩いた直後にエッジを手でチョー
クするとミュートができます。

オープンハイハット
ペダルを踏まずにハイハットを叩きます。
クローズハイハット
ペダルを踏みながらハイハットを叩きます。

＊ハイハット　　　　　　　　　　　　　   

＊ HH コントロール　　　　　　　　　　　　　



12 ©2024 ELECTORI CO., LTD.

＊トーンを調整する　　　　　　　　　　　　　

＊コーチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. [TONE ボタン ] を押して、トーン編集モードに
　入ります。

1. [COACH ボタン ] を押して、コーチモードに
　入ります。

2. コーチモードに入ったら、[ + ][ - ] ボタンを使
　用して希望する練習を選択し、[ENTER ボタン ]
　を押して、決定します。

2. このモードでは、それぞれのサウンドのトーン
　やピッチ、音量を編集することができます。
　また、ドラムヘッドのヘッド / リム、シンバル
　のボウ / エッジを切り替えることもできます。

3. [ + ][ - ] ボタンを使用して、パラメーターを変
　更し、[ENTER ボタン ] で調整するパラメーター
　を切り替えます。[RETURN ボタン ] を押すこと
　で戻ることができます。

3. 行いたい練習を選択したら、カウントダウンが
　開始され、その後に練習が始まります。
4. いずれのコーチ機能でも、[CLICK ボタン ] を押
　すと、メトロノーム調整画面に入ります。
　また、[MENU ボタン ] を押すことで、コーチ
　機能のパラメーター調整を行うことができま
　す。

操作方法　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 
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1. [REC ボタン ] を押すと、レコーディング機能
　に入ることができます。

2. レコーディング機能に入ったら、いずれかの
　ドラムパッドを叩くとレコーディングが始ま
　ります。

3. 演奏を停止して３秒間経過すると、レコーディ
　ングも終了します。[PLAY/STOP ボタン ] を押
　すことで、レコーディングした音声を聞くこと
　ができます。

＊レコーディング機能　　　　　　　　　　　　
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1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで HIHAT SET を
　選択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで EFFECT を選択
　し、[ ENTER ボタン ] を押します。

2. EFFECT インターフェースでは、エフェクトタ
　イプを [ - ] または [ + ] ボタンで選択し、 
　[ ENTER ボタン ] で決定します。
3. 単体のエフェクトでは、パラメーターを [ - ]
　または [ + ] ボタンで調整し、パラメーター項
　目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで CLICK を選択し、
　[ ENTER ボタン ] を押します。

2. CLICK インターフェースでは、パラメーターを
　 [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラメーター
　項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

2. HIHAT SET インターフェースでは、パラメー
　ターを [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラ
　メーター項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えま
　す。
3. DM-310 の HI-HAT はクローズ / ハーフオープ
　ン / オープンの３パートに別れています。
4. HH SENS でペダルの感度を 0 - 127 の範囲で
　調整できます。
5. 図中のオープン (OP) とクローズ (CL) の間隔は
　ハーフオープンの範囲で、HH OPEN VAL と
　HH CLOSE VAL で調整できます。

＊ハイハットセット　　　　　　　　　　　　　

＊エフェクト　　　　　　　　　　　　　　　　

＊クリック　　　　　　　　　　　　　　　　　

システム設定　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 
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2. TRIGGER インターフェースでは、パラメーター
　を [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラメー
　ター項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

2. PANNING インターフェースでは、パラメーター
　を [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラメー
　ター項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

注意： 通常の場合、最も使用するパラメーターは、
SENSITIVITY と RIM GAIN です。ドラムパッドの
感度を調整する場合は、SENSITIVITY で調整しま
す。リムの感度を調整する場合は、RIM GAIN で
調整します。シンバルのボウとエッジの調整も、
SENSITIVITY と RIM GAIN で行います。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで TRIGGER を選
　択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで PANNING を
　選択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで KIT NAME を
　選択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

＊トリガー　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊パンニング　　　　　　　　　　　　　　　　

＊キット名称　　　　　　　　　　　　　　　　
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1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで OUTPUT を選
　択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで MIDI NOTE を
　選択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで OPTION を選
　択し、[ ENTER ボタン ] を押します。

1. [MENU ボタン ] を押し、メニュー画面に入っ
　たら、[ - ] または [ ＋ ] ボタンで RESET を選択し、
　[ ENTER ボタン ] を押します。

2. KIT NAME インターフェースでは、文字を [ - ] 
　または [ + ] ボタンで変更し、位置を [ ENTER
　 ボタン ] で切り替えます。

2. OUTPUT インターフェースでは、OUTPUT モー
　ドを [ - ] または [ + ] ボタンで変更します。

＊アウトプット　　　　　　　　　　　　　　　

＊ MIDI ノート  　　　　　　　　　　　　　　　

＊オプション 　　　　　　　　　　　　　　　　

＊リセット　　　　　　　　　　　　　　　　　

2. MIDI NOTE インターフェースでは、パラメー
　ターを [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラ
　メーター項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

2. OPTION インターフェースでは、パラメーター
　を [ - ] または [ + ] ボタンで調整し、パラメー
　ター項目を [ ENTER ボタン ] で切り替えます。

2. RESET インターフェースでは、RESET モードを 
　[ - ] または [ + ] ボタンで調整し、 [ ENTER ボタ
　ン ] で確定します。
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1. USB ケーブルを使用し、DM-310 とコンピュー
　タを接続します。正常に認識されるとスクリー
　ン上の USB アイコン　　が点灯します。
2. DM-310 モジュールは AUDIO/MIDI レコーディ
　ングインターフェイス機能を搭載しており、
　USB ケーブル 1 本で、Windows/Mac にステレ
　オオーディオと MIDI データを送信すること
　ができます。これにより、DAW でオーディオ
　と MIDI ドラムトラックを録音したり、ソフト
　ウェア上のドラム音源をトリガーして、スタジ
　オやライブで演奏することができます。

　注意：マルチトラックオーディオを録音する
　には、DAW の入力デバイスで NUX DM-310 を
　選択する必要があります。DM-310 の USB オー
　ディオは、最大で 10 マルチトラックレコーディ
　ングに対応しています。Windows デバイスを
　ご利用の場合は、ドライバをダウンロードする
　必要があります。

AUX IN を使用する際は、1/8” TRRS ケーブルをご
利用ください。

1. DM-310 は外部トリガーをサポートしており、
　追加のドラムパッドやシンバルを接続するこ
　とができます。

2. ドラム／シンバルを接続したら、MENU の
　TRIGGER インターフェイスで、PAD TYPE を選
　択します。ドラムパッドには DRUM を、シン
　バルパッドには CYMBAL を選択してください。
　音色がアサインされると、その音色を演奏でき
　る様になります。

1. DM-310 には NBT-1 Bluetooth®︎ モジュールが
　付属しています。Bluetooth®︎ を使用する前に、
　NBT-1 を DM-310 に接続してください。

2. Bluetooth®︎ 機能を使用する際は OPTION イン
　ターフェースで BLUETOOTH を ON にして下さい。

＊ USB AUDIO/USB MIDI　　　　　　　　　　　 ＊ AUX IN　　　　　　  　　　　　　　　　　　

＊外部トリガー入力　　　　　　　　　　　　　

＊ BLUETOOTH　　　　　　　　　　　　　　　
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・ディスプレイ：白黒ディスプレイ
・ドラムセット：18 セット
・エフェクト：マスター EQ、マスターコンプレッサー、オーバードライブ、リバーブ
・コーチ機能：アクセントシフト、タイムチェック、クワイエットカウント、チェンジアップ
・パッド：10” スネア x 1、10” タム x 1、8” タム x 2、12” シンバル x 3、14” シンバル x 1、キック x 1
・USB：USB オーディオ、USB MIDI
・インターフェース：USB、BLUETOOTH、AUX IN、OUTPUT L/MONO、OUTPUT R、DC IN、PHONES
・電源：DC9V センターマイナス ( 専用電源アダプター付属 )

                                                                                                                                                ＊技術仕様は予告なく変更する場合があります。

NUX 輸入販売元
株式会社エレクトリ
HP:https://www.electori.co.jp/
※本ドキュメントの弊社以外のサイトや SNS における 2 次配布は禁止致します。
また、弊社の許可なく本ドキュメント内の表現、データを使用することを禁止致
します。

技術仕様　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　 


